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図書館探検
～メモリーQ

(EjB寺)　3月25日(日)

午後1時3 0分～ ,,霊云ニ;㌔

(内容)　館内を探検して､

もっと小俣図書館の

ことを知ろう!

(対象)　小学生

(定員) 10人(先着順)

(場所)　小俣図書亘官

本が何冊あるの
かな??　　ノ

(申込み) 3月3日(土)午前9時～

小俣図書館カウンターへ

(電話可)
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曙尊すえ呼尊倒せ鎗
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@
《日時》毎週土曜日

午後2時30分.-

《場所》 1階･おはなしコーナー

C甲　えほんの
よみきかせや､

かみしぼい

なと☆

3月3･10･ 17･24･31日

/おはなしプ-さんによるおはなし会

しゆうめ

***　5週目(31日)は､ストーリーテリング｡
えほんつかかたき力＼い

絵本を使わずに語って聞かせるおはなし会です｡ * * *
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F･ 《日時》 3月22【∃ (木)午前11時～　　　　如'

《場所》 2階･視聴覚室

《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や､　あかちゃんえはん

手遊びなどをします♪ のじかんは､毎月

第4木曜日です★

**第2日曜日の上映会は､

都合によりお休みさせて頂きます***
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lさるやす　　　こ　　　　えいがかい

御子ど古倫/

《日時》 3月25日(日)午後1時30分.-

《場所》 2階･視聴覚室

『ばけものづかい』
ひとつかあら

人使いの荒いおじいちゃんがひっこしてきたのは､ばけもの
ひょうばんからかさ

が出ると評判のおうらだった!ろくろっ首､唐傘おぼけ､
こぞう

一つ目小僧- ･と出てくる出てくるおぼけたち｡でも､お
こわぎゃくつか

じいちゃんには怖がられるどころか逆にこき使われて｡
えほんさつか

おばけ絵本作家､せなけいこさんのお話｡
ほかさくひんじょうえい

他､ 2作品を上映します｡

樹

｢ぱけものづかい｣

｢ゆうれいのたまご｣

｢とうふこそう｣

こ喜コ

『モチモチの木』
モチモチの木は､こやの前にたっているおおさな木に蔓太が
なまえまめた

つけた名前だ｡おくびょうな豆太は､ひるまは｢みい､おと

せえ｣といぼっているが､憲はモチモチの木が稀くてじさま
おひとり

を起こさなきゃ､一人でおしっこにもいけない｡
まめたこころあたた

そんな豆太とじさまとモチモチの木の心温まるお話｡

(アニメーション)　(上映時間　46分)
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こんにちは､いせABちゃんです!
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のごあんない

〔一般書〕 ｢読書を楽しもう｡｣本を読んで､笑ったり､感動したり､怒ったり

あなたも読書の時間を楽しみませんか♪ ♪
Ijm_q･ 17 = -/- =妄jii i-iI王T_ニラ写≒享拙王三色声三一;~三三三LT_一芯m

｢どんな本を読もうかな?｣と思うときのヒントとなる本のガイドブック｡

今まで手に取ることのなかった､おもしろそうな本が見つかるかもしれませんC

◎　子どもに本を買ってあげる前に読む本　現代子どもの本事情　(赤木かん子/著　ポプラ社)

◎　大人のための絵本の本　(ェンタープレイン)

◎　ミステリが読みたい! 2012年版　(ミステリマガジン編集部/編　早川書房)

◎　時代小説｢熱烈｣読書ガイド　必読おもしろ作品100　(加来耕三/編著　講談社)

◎　2ページでわかる日本の古典傑作選　(小川義男/監修　世界文化社)
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考えたり､涙したり

-　〔岸童勤　生重ているから食べるんだ.I

･へ筈皆と臥｢たべも軌を遺してすべての塙華を嘗えること｡

t3ぜ食べるの机食べたもの舶裕の背の荷になる伽l｡
/亀ペるだけじ蝿,たい桝lいたべも軌のス^oイスにCjるJ;うち藤を齢しさす｡

★　壱みの家にも年別lる(小森菅折/作中Jlt洋典/絵解放出版牡)

★　春めを菅だてJ;うJ (うーシュ･ウtlンティンq/作とや幸手LJ/訳借成牡)

★　家族で食青t報こ鯵ん　7-5 (服部幸応､服部津貴子/監修者喝書店)

★　いの号をいただく(内田美響子/文詰江和美/絵佐藤剛史/監修西日本新和牡)

★　酪農家族(立梅和平/著横堀桃子/イラスト河出書房新社)

〔ヤングアダルト〕 ｢お姫さまも楽じゃない!?｣

女の子なら誰でも一度は憧れるお姫さま｡でも､お姫さまにもいろいろ悩みごとがあるんです｡

今回､紹介するお姫さまは､国を持たずに自分の王国を探したり､初めての恋が叶わぬ恋だったり､

おてんばがすぎて塔に閉じ込められたり--と､とても個性的なお姫さまばかり｡

あなたが気になるのはどのお姫さま?　お姫さま気分を､ぜひ本の中で感じてみてください｡

【一般書】

●　ガラシャ(宮木あや子/著　新潮社)

●　おとぎ話を信じた王女さま(マルシア･グラッド/著　住友進/訳　竹書房)

【児童書】

●　王国のない王女のおはなし(ア-シュラ･ジョーンズ/文　サラ･ギブ/絵　石井睦美/訳　BL出版)

●　ねずみの騎士デスペローの物語(ケイト･ディカミロ/作　テイモシー･バジル･工リンク/絵　子安亜弥/訳　ポプラ社)

●　わしといたずらキルディーン(マリー女王/著　長井那智子/訳　春風社) ★ 〔ヤングアダルト〕とは
中･高生の読者に対して使われてい

る言葉です｡

こちらでは､十代の若い世代におす

すめの本を紹介しています｡

千三百年余の歳月を重ね､現代に継皐されてきた式年遷宮C

二十年に一度の至高の祭典-､遷宮へ至る道には､およそ三十にも及ぶ祭と行事が執り行われる｡

みそま17ま

七年前-o最初の祭である山口祭が新緑の御恥山で行われた時､遷宮の近づいてくる気配がはっきP) i:感じられた.

常若とごわ4､一古くて新しいもの
-　立柱祭と上棟祭～

泰の息吹が深まりゆく三月､静寂の杜にこだまするのは遷宮へとつながる祈りの言霊-0

｢コーン､コーン､コーン｣
すtっ｢えはしかけふ1 lえ二[:くん

骨の素襖烏帽子に掛明恵の凄々しい姿の小工八名が打つ木槌の音が新御敷地に響き渡る｡

参列した的有名の白い斎服の神磯｡神域はあたかも古代絵巻の儀式の舞台と化す｡
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主柱祭''は御正殿の建築の初めに際し､新しい御柱を立て固める祭儀である｡
1'_l､わのおおかみ

最初に屋船大神に神解が供えられ､ ｢大官柱の堅固で動くことなく守り給え･･･｣と祝詞が奏上される｡

屋船大神は造営の守獲神であり､建築にかかわる祭儀においては必ず平安が祈られる｡丁重な′＼度拝の後､この神事の中

心である御柱の打ち固めが行なわれ､儀式が無事終了した事が大官司に報告され立柱祭を終える｡
つカLげLトン=ぎ上II  Lカ･がふがた~Jが

同じ日の午後から行われる御形祭は御正殿の東西の妻の泉柱に御形～御鏡形を穿つ祭である｡

"上棟祭''ほ主柱祭の約三週間後､御正殿に棟木を上げる祭儀である｡ ′＼年間に及ぶ造営の課程で最も重貴であり､忌

鍛冶､小工ら造営関係者､神磯､そして各界からの列席考を吐え的三有名が祭を見守る｡
L'上7111つざ

儀式は正殿が舌規通りの位置にあるかを測量する｢丈量の儀｣から行われる｡

社殿の中心から博士木(基本となる木)までの丈量に相違ないことが確認されたのち､棟木から引かれた二条の由布網が

結わえられ｢上棟の儀｣が始まる｡

棟木から引かれた二条の白布網､東側の一条を曳くのは青い素襖烏帽子の小工､そして西側の一条を手にするのは白い斎

｢半裁線!｣小工の頭が声高らかに唱える｡

｢お- ! ｣　御殿の棟木の上に控える小工が木槌を振りおろす｡

｢芳巌線!｣ ｢お-!｣

戊曳嶺線!｣ ｢お-!｣
(外宮は｢曳曳棟｣)

宮大工たちの心と技を尽くした結晶が素晴らしい響きをもった寿言となり､

千古変わらぬ神路の山々に奥深くこだまする｡

､北西(乾の牙位)に餅がまかれ屋船大神を叱る祭儀が行われ､上棟祭は終了する｡
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二十年に一度の式年遷宮は､ -切々新しくする事によって神々も国も瑞々しく興る｡

永遠に尤サ輝く命盲伝え続ける日本の祈りは､時を経てなお未来へと伝えられていく｡神官はまさに常若の聖域である.
アントニンレイモンド

日本の建築や丈化l三対する深い遠解と尊敬の念を持ち､帝国ホテルの建築にも携わった建築家､ Ant｡nin Raymondは

次のように語っている｡

｢伊勢の深い森のなかに世界で-各古くて新しいものがある｡｣

新しい神殿が姿を乱せるのは平成二十五年､友一｡

遷宮祭直前､お白石奉献のときである｡

＼

*立柱祭･上棟祭は遷宮諸祭の中でも天皇陛下に日時の

御治定を仰ぐ重要な祭儀である｡

第62回式年遷宮

立柱祭　皇大神宮　　平成24年3月　4日

豊受大神宮　　　　　　3月　6日

上棟祭　皇大神宮　　　　　　　3月26日

豊受大神宮　　　　　　3月28日
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｡神宮遷宮記　第一を-第七巻　(神宮司庁/編纂　--四･表現社　五六･神宮式年造営庁　七･国書刊行会　L174/ジ/1-7)

●　伊勢神宮のこころ　式年遷宮の意味　(小堀邦夫/著　淡交社　L174/コ)


